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基礎評価編



実　施　方　法

１． 所用時問 本質問票は、時問を限っていません 。

平均所用時間は、休憩１０分を含め４０分程度です 。

２． 実施対象者　中／軽度の障害で、１５才以上の知的障害者（以下、利用者という 。）の

　　　　　　　　方々を対象としています 。

３． 基礎評価編の中扉（１ぺ一ジ）から２０ぺ一ジまでをコピーして、綴じてお使い下さい 。

４． 実施する場合、第１ぺ一ジを折り返し、３ぺ一ジの練習問題のぺ一ジを利用者に提示

　　し、以下の手続きを行なって下さい 。

５． まず、練習問題のぺ一ジに、氏名を記入してもらう 。

６． 質問票について説明を行う 。

　　「この質問票は、いつもどうや って仕事をしているのか考えるためものです。テスト

　ではありませんから、ゆっくり考えて答えて下さい
。」

７． 練習問題を利用して回答方法の説明を行う 。

８． 回答方法の説明方法

　　回答方法の説明は、質問票の練習用紙を使って行って下さい 。

　¢　練習問題のぺ一ジを開いてもらう 。

　　　「今からやり方を説明しますから、よく聞いて下さい。」と注意を促す 。

　　　「最初に私が質問を読みます
。」

　＠　「次ぎに、質問のようなことが起った時、自分だったらどうするかを考えて・答え

　　　の中から１つだけを選んで○を付けて下さい
。」

　＠　「では、始めます
。」

　＠　質問を言葉を変えないで１回読み上げる 。

　＠　選択肢を順番に読み上げる 。

　＠　利用者各自が１つだけ選んでいるかどうか確認する 。

　ゆ　利用者に質問がないか尋ねる 。（問題の言葉を変えて、説明してもかまわない
。）

９． 質問票の第１ぺ一ジを開いてもらう 。
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１０．質問票の冒頭の 「二］内の回答方法の説明を読み上げる 。必ず一つ選択してもらう

　必要があること強調する 。

１１ ．質問の中の「リーダ／上司」について、説明する 。

　　「質問の中の『リーダとか、上司』というのは、『仕事のことをいろいろ教えてくれ

　たりして指導をしてくれる人』のことです 。」

１２．質問の中の「グループ／あなたのグループ」と「他のグループ」について、説明する 。

　　¢　「質問の中の『グループとか、あなたのグループ』というのは、『あなたと同じ仕

　　　　事を一緒にや っている人達』のことです
。」

　　◎　「質問の中の『他のグループ』というのは、『あなたと違う仕事をや っている人達』

　　　　のことです
。」

１３．質問や選択肢の意味が分からない時は、必ず聞くように利用者に伝える 。

　　「これから始めてもらいますが、分からない時は、必ず手を上げて聞いて下さい 。」

　　　（意味の説明には、かみくだいて、質問の言葉を変えるなりしてもかまわない 。）

１４．質問を援助者が読み上げる必要があるかどうか利用者に聞く 。

　　「質問を私が読んだ方がいい人は、言って下さい
。」

１５．一人で読んでできる人の場合　質問票の質問１から、各白回答してもらう 。

　　読み上げた方がよい人の場合： 質問と選択肢を順番に質問の言葉を変えないで援助者

　　が読み上げる 。

１６．修了後、抜けている所がないか確認し、無回答があれば、どれかを再度選択してもら

　　う 。
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「基礎評価編」集計用紙
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集計用紙の記号について
　　　　（基礎評価編）

１． △印 この印のついている回答があった場合は、回答者への直接的援助に加

え、 特に利用者の環境面の改善を行い援助をする 。

例：質問番号９（通し番号）

　　朝の準備をみんなですることになっています 。

　　（）準備にいかないと注意されるので行く 。

　　（）リーダと一緒に準備したいので行く 。

これらに回答した人があ った場合、「準備をみんなとやりたいので行

く」といった則向きの姿勢を引き出すように、本人の希望を聞く等し 、

特に環境にも配慮をする 。

２． 襲印 事業主が好ましいとしている選択肢であることを示している 。

３． 睡亜鰯 各質問が、「個人」「１対１」「グループ」「グループ間」のいずれであ

るかを示している 。

４． 各質問の選択肢を示している 。

５． ［二内の数字 各選択肢の得点を示している 。
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集計用紙の記入方法
　　（基礎評価編）

１． 集計用紙は、通し番号になっています 。

２． 各質問について、選ばれた選択肢の数字の部分（選択肢の得点）に○をして下さ

　　い 。

３． 各質問が、「個人」「１対１」「グループ」「グループ問」のいずれであるかを睡翻

　　で示してあります 。

各質問について、この 睡翻の部分に、２で○をした数字（選択肢の得点）を転

記して下さい 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）４． 各質問の援助者の評価の欄に、事業主の好ましいとした選択肢について、利用者

　　の様子を次ぎの５段階で評価し、記入して下さい 。

評価の５段階：５

　　　　　　　４

　　　　　　　３

　　　　　　　２

　　　　　　　１

援助の必要は特にない 。

まれに援助が必要である 。

時々援助があると実行できる 。

まれに援助がなくてもよい場合がある 。

いつも援助が必要である 。

５． 「個人」「１対１」「グループ」「グループ問」別に得点を合計し、合計点の欄に記

　　入する 。

注）各質問の選択肢の左側の欄の印嚢 は、 事業主が好ましいとする選択肢であることを示

　　している 。
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集計用紙の結果の説明方法
　　　　　（基礎評価編）

１． 「個人」「１対１」「グループ」「グループ問」の考え方について、ワークブックを利用

　　するなどして再確認する 。

２． 集計用紙の愛印の意味を伝え、各質問について、利用者の回答に照らしつつ、事業主

　　が好ましいとしている選択肢について情報を提供する 。

注意点：利用者の回答が問違っているという事ではなく 、質問のような場面では、こ

　　　　うするとよりよいと説明する 。

３． 援助者の評価が低い項目について、利用者が理解していることを示す回答であるが 、

　　実際に日常的に行動がみられない場面について、よりよ、い行動を具体的に説明し、利

　　用者が行動をとれるように援助する 。
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コメントと目標設定のための用紙

　　　　（基礎評価編）



しめい

氏名

●

　しごと　　ほか　　ひと　　　　　　　　　　　　　　　とき

＊仕事を他の人といっしょにする時

＊＊ 仕事をする時に
．．．．．．

ようにしましょう 。

たんとうしゃ

コメント担当者
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記　入　方　法

　この用紙は、集計用紙と同様に結果の説明を行う時に利用します。集計用紙は、個別の

スキルについての説明に利用しますが、本用紙は、全体的なコメントと目標を明確にする

ためのものです 。

１）＊仕事を他の人と一緒にする時
．．．．．．．．

この文章に続けて、質問票の結果を参考に全体的なコメントを記入する 。コメントの

内容について、利用者と話し合う 。

２）＊＊仕事をする時に
．．．．．．．咀．．．

この文章に続けて、質問票の結果から、今後の目標となることを利用者と話し合い 、

決定した項目を記入する 。
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